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今月のあいさつ 

 

こんにちは、アースベース

の 2016年 4月のノザワです。

４月といえば入学式。私が小

学校入学の時、ランドセルを

背負うのが楽しみでしかた

ありませんでした。 

ところが入学してみるとラ

ンドセルは禁止と先生に言

われたのです。とてもショッ

クだったことを思い出します。私が通った小学校は当

時“一年生はナップザック”というわけのわからぬ校

則があったのでした。なもんで、学帽かぶってランド

セルという野望は夢と消えピカピカでない二年生に

なってようやく叶えられたのです。 

あの校則は、体の小さな生徒への学校側の配慮だった

のでしょうか？ 

小二になってもランドセルが歩いているように見え

た背の低い私には大きなお世話…思い出せば奇妙で

不思議な六歳春の出来事でした。 

近頃のランドセルは多様化して色形はもちろん、防犯

機能付きや GPS付きもあるそうです。 

リコーダーを指し体育袋をぶら下げ黄色い学帽を逆

さにかぶった子供はもはや絶滅してしまったのでし

ょうか。 

 

 

小松川純情詩集 ～桜編 

―酒なくて何が己の桜かな― 

 

某月某日、アースベースお花見大会がしめやかに開催

されました。冒頭の古川柳の通り、酒呑みの酒呑みに

よる酒呑みのためのレクレーション。 

 

 

 

 

沢山のお

酒と肴を

用意して、

いざ“千本

桜”で有名

な(？)大島

小松川公

園へと行

きました。 

事業所から徒歩 5 分の桜の新名所です。 

花見当日の天気は花曇りやや気温低め、『絶好の花見

じゃない日和』でした。 

 

それでも交わ

す酒のもと、五

分に咲いた桜

は遠く、あれも

これもと空く缶

の、音はプシュ

カコ乱れ飛び、

酒も回って温

まり、時計気になる夕の気配、首元冷やす東風、甘く見て

いた弥生の頃に、誰が着だしたゴミ袋。首と手が出るよに袋

を切って、胸に掲げし『70ℓ』、飲み食いゴミより己が先に、袋

に包まれ寒しのぎ、“さすがに帰ろう”と引き上げる、最後に

『トイレ』と言う者の、後ろ姿を一目見て、誰が言った、「公

園に住んでいる人のようだね」と見つめ微笑み合いなった、

今年の花見も無事終わったとさ終わったとさ、そのあと二次

会どうなった、カラオケがあり酒もあり、さあどうなった、どうな

った。 

花さん、今年もありがとう。来年もまたよろしくね。 
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 桜の下で

あんなに騒

ぐのは、桜

の花粉と酒

を同時に人

間が吸うと

≪イケナイ

あの薬と似

た成分≫を

吸収したことになる…という研究発表があるとかな

いとか…？？ 

 

がんばれ！ 

 

日の国の、もっこす達はたいぎゃ強かよ！！ 

熊本地震、ご無事でしょうか。あの日見た地震速報が

その時の僕には信じられず、しばらく動けませんでし

た。 

少ししたら事実確認が出来て、ようやく把握出来たの

ですが、どうしてもう少し天災はそっとしといてくれ

ないのかと、悲しくなる一方です。あれから数日経過

しますが、余震は絶えません。一生懸命に奮い立とう

とする姿を見ると胸が大変に痛みます。 

被災者の気持ちはわかるわけはありませんし、なって

みなきゃわかりませんが、勝手な想いで、東京の地か

ら祈り、願っています。今が一番辛いと思います。で

ももう少し、もう少しだけ耐えて下さい。 

頑張って下さい。明日明後日、一分二分後も不安の連

続でしょうが、物資も届くし、ライフラインも復旧す

ると思います。日本はすごい国なのです。 

東日本の経験を活かして、活路は見出しているし、ス

キルも教訓もあるのです。だから少しだけ待っていて

欲しいのです。夜明けが一番暗いだけなのです。 

”無い”とは思えなくても、”次来ても大丈夫”と思

うしか無いのです。 

 

”頑張れ！” 

よく無責任とか、頑張っている人にそんなこと言うの

は失礼だ、とか。でも僕はこういうときにだけ使える

言葉なのじゃないかなと

思うのです。 

言葉をふたつ、付け加えて

みましょう。 

”負けるな””大丈夫” 

非力で、何もできない僕や

僕達ですが、そんな願い祈

りがあるのは事実です。 

それゆけ、熊本。やれゆけ、

日本。 

未来は暗く無いのです。 

 当事業所ではグループホーム被害に遭われたと聞

き避難所で女性が着替えに使えるよう、ついたて替わ

りに出来るシートを製作、くまもんとメッセージ添え

て送らせていただきました。お役に立てればよいので

すが… 

       一般社団法人 EARTH BASE 一同 

 

編集後記 

第 6 号の「月

刊地球基地」

いかがでし

たか？ 

新年度を迎

え当事業所

に２人の新

メンバーを

迎えることができました。スタッフも１名増え、新体

制で頑張ります。 

また次回よろしくお願い致します。 


